














































































































































は末摘花の「年をへてまつしるしなきわが宿を花のたよりにすぎぬばかりか」 の表現をそれぞれ摂取した のである。また、 ①・④・⑤「蓬生」 、③「藤」 、③・④・⑤「露」 、和歌ではないが、 「蓬生」巻に見える表現である
１
７。つまり、いずれの歌も『源氏物語』の表



























































うした例は、 いずれの資料においても複数見られる。特に、 ⑤『詠源氏物語和歌』を除く四つの文献では、五四首 あ いは五五首
１11
を一人で詠む。い ゆる定番 場面ばかりではなく、時にはそのような場面を避けて、バリエーション もたせようとするだろうことは、想像に難くない。また、それぞれの歌人で、思い入れの強い場面が 巻の中心的 場面と異な こともあるだろう。　
しかし、こうした例の多寡は、文献ごとに異なる。今検討して












































る。源氏が紫の上に対して、藤壺を含む様々な女性について語った夜、源氏は藤壺 想いながら床に就く。 「朝顔」巻には「入りたまひても、宮の御事 思ひ つ大殿籠 に、夢ともなくほの











































雁との仲を許す場面を詠んでいる。①・④の「藤のうらばの」 ・ 「恨み」は、 「藤裏葉」巻中の「 「藤の裏葉の」とうち誦じたまへる、 」 ・「上はつれなくて、恨み解けぬ御仲なれば、 」という表現をそれぞれ取り込んでいる。③秋成はここでは『源氏物語』 表現をとっておらず、独自性の強い表現で詠んでいると えよう。⑤『詠源氏物語和歌』については、 「松の藤なみ」が、 「藤裏葉」巻 内大臣の歌「紫にかごとはかけむ藤の花まつよりすぎてうれたけれども」による表現である。　
いずれも夕霧と内大臣との和解を詠んでいるのに対して、②為
村は源氏が准太政天皇 昇進したこと詠む。 「花」 「秋」 「まがき」「きく」といった語は、源氏と太政大臣に昇進した内大臣とが、かつて青海波をとも 舞ったことを思い出す場面で交わされる和歌 「色まさるまがきの菊もをりをりに袖うち し秋を恋ふらし」（源氏） 、 「むらさきの雲にまがへる菊の花にごりなき世の星かとぞ見る」 （太政大臣）を踏まえ、青海波 舞った きのかつて源氏も野の花々のようにみずみずしく美しかったが 准太政天皇
6の地位についた今、一段と深みを増すことだと詠んでいる。　
同様の例はほかにも、 「紅葉の賀」 、 「澪標」 、 「絵合
１11」などがあっ


























































































































て……」 ） 。ちなみに、為村は「雲隠」を詠んでいない。この、 『源氏物語』から必ず一首を引用するという形式をとったがために、本文が存在しない「雲隠」を詠むことができなかったのである。　
次の「な」の文字 つ は、説明を要する。為村は、五四首












くはむせをむほさつ」の順に歌の頭の字を固定するという、独自の条件を複数設けた上で巻名和歌を詠んでいるのであ 。こ した制限がある中で、優れた歌を詠もうとすることは、きわめて難しいだろうと想像される。しかし為村は、敢えて うした形式を自らに課したのである。
9　
定番ではない場面を詠むこと、巻名をあまり詠み込まないこと

























る語を詠み込んだ和歌が極端に少ないのは、そういった表現を意図的に避けた結果なのではないかと考えられる。敢えて巻名を詠み込まないことも、為村 意図的な作詠方法だった可能性があるのではないか。例外はあるにしても、巻名を詠み込むと、自然と巻の中心的 場面を詠むことが多く る。そこで為村 意図して 名を詠み込むこと 避け、そ ことによって、ありき りな発想から脱しようとしたので ないだろうか。　
先に先行論を引用して確認したように、為村は伝統的な表現も







られている。今回の検討では、今後の見通し わず に得たに過ぎない。さらに比較対象とする文献 数 増や て検討する必要がある。　
また、近世のみならず中世の巻名和歌とくらべたとき、はじめ





　「近世和歌と『源氏物語』 源氏物語巻名和歌の方法―」 （ 『源氏物語と江戸文化―可視化される雅俗―』 〈森話社・二〇〇八
年五月〉所収） 。
４














































































































































































































和歌とが併記されている。題は、林衡の漢詩にのみ付されている。詠まれた場面は、漢詩と和歌とは同じ11　『源氏物語』登場人物のうちで誰の心境を詠んだものか、和歌の重点がどこに置かれているかといった部分で 若干の差異は、今回は問題にしない。詠ま た場面が同じであれば、同一場面を詠んだものとして扱う 明らかに他 異なる場面が詠まれたもののみ、異な 場面を詠んだも として検討す 。
11　
物語本文のない「雲隠」巻についても詠まれる場合がある。
11　「紅葉の賀」
　　
①
　
季吟『石山寺奉納詠源氏物語巻々和歌』
13
　　　　　　
紅葉賀
　　
舞人の紅葉のかざしさしかえて顔の匂ひをそふる白菊
　　
②
　
為村『般若心経源氏物語和歌』
　　 　
もみぢの賀
をきそへば猶さきそひてなで この花に色わくませの朝露
　　
③
　
秋成『藤簍冊子』
　　 　　
紅葉賀
もみぢ葉の光をけふは照りそへて千秋と君をいはふべらなり
　　
④
　
定信『源氏物語巻々和歌』
　　 　　
紅葉賀
心ならで立ちまふそでは紅ぢばのうつろふ秋の色としりきや
　　
⑤
　『詠源氏物語和歌』
　　 　　
紅葉賀
 
周防守高備
 
京極
青海の波の立ちゐにかざせるも入る日をいろの紅葉々のかげ
　　
①・③・④・⑤は舞を舞う源氏の美しさ、②のみ若宮（後の
冷泉帝）の誕生を詠んでいる。
　　
「澪標」
　　
①
　
季吟『石山寺奉納詠源氏物語巻々和歌』
　　　　　　
水尾尽
　　
姫松の陰頼む身は数ならぬ歎きを何にすみよしの岸
　　
②
　
為村『般若心経源氏物語和歌』
　　 　
みをつくし
くる宵をかけてたのむもいかならむわかれ おしむそでの朝露
　　
③
　
秋成『藤簍冊子』
　　 　　
澪標
忘らるる身はかつしれど墨江の浜によりこしかひは有りけり
　　
④
　
定信『源氏物語巻々和歌』
　　 　　
標
いつとてもぬれずやはあるみを くし深き契 しるしばかりに
　　
⑤
　『詠源氏物語和歌』
　　
 　　　
標澪
 
若狭守忠通
 
水野
難波なるえにしも深きみをつくしし べたがはで逢ふよしもがな
　　
①・③・④・⑤は明石の君の物思い、②のみ六条御息所の死
を詠んでいる。
　　
「絵合」
　　
①
　
季吟『石山寺奉納詠源氏物語巻々和歌』
14
　　　　　　
絵合
　　
くらべみん絵嶋の磯も遠ければ心にさはぐすまの浦波
　　
②
　
為村『般若心経源氏物語和歌』
　　 　
絵あはせ
せきいるるこころの内をさぞとしもしらぬ涙の滝のみなかみ
　　
③
　
秋成『藤簍冊子』
　　 　　
絵合
須まの浦にす ははてじと絵にうつしことにかこちてけふを待ちけり
　　
④
　
定信『源氏物語巻々和歌』
　　 　　
絵合
はかなさの心くらべ うつし絵にそのよの人のけしきぞみる
　　
⑤
　『詠源氏物語和歌』
　　 　　
絵合
 
河内守昌始
 
朝比奈
かきつめて心の花のうつしゑに色をあらそふ春の手すさみ
　　
①・③・④・⑤は絵合の催し、②のみ斎宮に対する朱雀院の
想いを詠んでいる。11　『近世冷泉派歌壇の研究』 （翰林書房・二〇〇三年二月） 。
11　『石山寺資料叢書
 文学篇
 第二』解説。
11　
②
　
為村『般若心経源氏物語和歌』
　　　　　　
須磨
名にたてる月のとだへはすまの浪うらのみるめも秋にそひぬる
　　
③
　
秋成『藤簍冊子』
　　 　　
須磨
心から身は山がつ やつせども猶こりずまのうらなげきして
　　
④
　
定信『源氏物語巻々和歌』
　　 　　
須磨
おぼろよの春の都のうきや思ふすまのうらわ 月のみるめに
　　
⑤
　『詠源氏物語和歌』
　　 　　
須磨
 
日向守利和
 
巨勢
須磨の浦にさすらひてこそあまの るうきめをさへも思ひしりぬれ
11　
①
　
季吟『石山寺奉納詠源氏物語巻々和歌』
　　　　　　
乙女
遠ざかる人を雲ゐにこふるとて天津乙女をよそへてぞみる
　　
②
　
為村『般若心経源氏物語和歌』
　　 　　
をとめ
15
さぞとしもつれなく人は思はずや身のうきほどのつもる恨みを
　　
④
　
定信『源氏物語巻々和歌』
　　 　　
乙女
へだてこし雲の絶えまのなぐさめにをとめの袖をひきやとどめし
　　
⑤
　『詠源氏物語和歌』
　　 　　
乙女
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 豊後守頼常
 
肥田
　　
秋の夜の哀れをそへ 鳴きわたる雲井 雁に荻の上風
〔付記〕　
本稿は、藤女子大学日本語・日本文学会二〇一六年度研究発表
会（二〇一六年六月二五日・於
 
藤女子大学）での口頭発表「近
世の『源氏物語』和歌」に基づくものである。発表の席上、また発表後にご教示を賜りました諸氏に感謝申し上げます。
（やまもと
　
すいこ／本学教授）
